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短報

佐渡島産野ネズミ類の内部寄生線虫類

浅川満彦Ｄ田中律正'）青木康博'〕長谷川英男2）福本真一郎'）大林正十'）

（掲載決定：平成４年11月13日）
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nematodes，ＳａｄｏＩｓｌａｎｄ，Ｊａｐａｎ．

日本の離島産野ネズミ類の内部寄生虫に関する報告は

いくつか知られているが（大島，１９５３；Yagiand

Kamiya，１９８１；八木ら，１９８３；浅川ら，1991,1992；

浅川・吉行，１９９２；AsakawaetaZ.，1992)，佐渡島に

おけるものは見あたらない。そこで今回は佐渡島産野ネ

ズミ類の内部寄生虫のうち，線虫類について調査したの

でその結果を述べる。

1991年３月22日から同.２７日にかけ，新潟県佐渡島内

の５地点，すなわち両津市願・ニツ亀キャンプ場,同市・

姫崎公園キャンプ場，同市・加茂湖々岸，相川町・平根

崎温泉，佐和田町・佐和田温泉（Ｆｉｇ．１）で，アカネズ

ミApodemusSpeciosILs（Temminck）３７個体，ヒメ

ネズミAa7ge7zteus（Temminck）５個体およびハタ
ネズミMc7otusmo7zteMZi（Milne-Edwards）４個

体を採集し，全個体について内部寄生虫の検索をおこなっ

た。宿主諸臓器を実体顕微鏡下で精査後，得られた虫体

は10％ホルマリン液あるいは70％エタノールで固定・保

存した。固定後，線虫はラクトフェノール液にて透徹，

検鏡し，形態観察を行った。

アカネズミから次の８種の寄生線虫が検出された。な

お各学名に続く括弧内は，当該種の所属する科と寄生部

位をそれぞれ示す。RictuZa7iac7istata（クラチュラ

リア科Rictulariidae：胃・小腸)，Syp/ｚａｃｍかede-

7ici（嶢虫科Oxyuridae:盲・結腸),８ｃｍ池ｒｏｍａｍ，

HbterahisSpumosa（盲腸虫科Heterakidae：盲・

結腸），Ｒ/za6ditts（PeZodc7α）o76itaZjs（第３

期幼虫）（桿線虫科Rhabditidae：眼球周囲組織)，

EucoJeussp．（毛細線虫科Capillariidae；冑），

HeZigmo7zoidesSpecjosus（ヘリグモネラ科Helig-

monellidae：小腸）およびHeJigmosomoides

/Cu祈れ"sZs（へリグモソームム科Heligmosomidae：

小腸)。またヒメネズミからはSemiZe7omα"t，H

Spumosa，Ｒ、（Ｐ.）o76jtaZts，HSpecjosusおよび

Ｈ肋FiZe"sｉｓの５種が検出された。しかしハタネズミ

からは以上のようなアカネズミ類の線虫は認められず，

次の３種が検出された。Syp/zaciamo"tα"ａ（嶢虫科：

盲・結腸)，Ｃａ７ｏ肋e"stsmmutus（ヘリグモネラ科：

小腸）およびHCZjgmosomoidesp7oto6uZZosus（へ

リグモソームム科：小腸)。

ハタネズミはニツ亀キャンプ場以外では採集されなかっ

たので，このネズミの寄生線虫類の佐渡島内における出

現状況を知ることはできなかった。しかしアカネズミ類
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Fig.１CollectingpointsofrodentsonSadoIsland，

Japan．
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TablelOccurrenceofnematodeparasitesinsmallrodentsonSadolsland，

Japan
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*Abbreviationsofhostnames・Ａｓ,ＡＰｏｄＣｍ"ssPec/Cs“;Ａａ,４．α'9e"/e"s;Ｍｍ：
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(よ各地で採集されたので，寄生線虫類の採集地点別にそ

れらの出現状況を比較できた。Ｔａｂｌｅｌに示したよう

に，Ｈ，SpeciosusとＨ・加｢ノル"sjsとがすべての地点

から，Ｒ（Ｐ.）o7bitaZjsは加茂湖々岸以外の地点から，

ＳｅｍｉＺｅ７ｏｍａｍ，Heteraﾉ【ｅｔｓＳｐｕｍｏｓａおよび

肋Cole【Ｌｓｓｐは佐和田温泉と加茂湖々岸を除く地点か

ら，Ｒｃ｢tsmtaとＳ／Ｍ/e〃ｃｊとはニツ亀キャンプ場

と佐和田温泉あるいは平根崎温泉からそれぞれ検出され

た。すなわちＨ，SpecisusとＨ・肋7iZe7zsisとは佐渡

島内各地に分布するが，その他線虫の分布については特

定の地域に限られる傾向が示唆された。

佐渡島の島喚化した正確な時期は不明であるが，少な

くとも今から20〃年以上前に成立したことは確かであり，

日本の離島中最も起源の古い島の一つと考えられている

(大嶋１９９０：福沢ら，1991)。このような地史的背景か

ら，佐渡島には食虫目および醤歯目の固有亜種あるいは

種が生息している（JonesandImaizumi，１９５６；

Ｔｏｋｕｄａ，１９３３；Ｙｏｓｈｉｙｕｋｉａｎｄｌｍａｉｚｕｍｉ，1986な

ど)。佐渡島固有の哺乳類の一つにトガリネズミ科の

ＳＯ７ｅｊｃｓａｄｏｍｓがいるが，この動物には本土ではこれ

までのところ発見されていない膜様条虫科条虫が寄生し

ている（SawadaandKoyasu，1991)。

以上のごとき事実を鑑みれば，佐渡島産野ネズミ類に

この島特有の寄生虫が存在していても不思議では無かろ

う。しかし今回検出された寄生線虫で種名の判明したも

のについては，いずれも日本本土で既に報告されている

種であった（浅)|｜・友成，１９８７；浅川，1989)。アカネ

ズミに寄生していたEucoZeussp、については新種で

ある可能性が高く，記載・報告の準備を進めているが

(浅川，未報告)，これと同種と思われる線虫は本州，九

州あるいは北海道本島とその離島産アカネズミからも発

見されている（浅川ら，１９９１；ＡｓａｋａｗａｅｔａＺ.，

1992)。すなわち佐渡島産野ネズミ類の寄生線虫相は，

基本的に日本本土と同じであることが判明した。

普通，Ｈ，ノc〃此"sｉｓはアカネズミに寄生するが，ア

カネズミと生息域を共有するヒメネズミ，カラフトアカ

ネズミおよびエゾヤチネズミにも偶発的に寄生する（高

尾ら，１９９０；浅川，1992)。しかし佐渡島のように，検

査したヒメネズミ全てに本種が認められる例はまれであ

ろう。北海道，本州，四国，九州の各本島のヒメネズミ

には，へリグモソームム科線虫のHeJigmosomotdes

deSportestが寄生するが（浅川，１９９２：高尾ら，199〔)：
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浅川，1992など)，今回は検出されなかった。以上のよ

うに佐渡島産ヒメネズミのHCZigmosomoides属の寄

生状況は日本本土とやや異なった印象を与えるが，今回

のヒメネズミの検査例数は少なく，最終的な結論は今後

の再調査に期待したい。
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! Abstract I

NEMATODE PARASITES OF RODENTS ON SADO ISLAND, JAPAN

MITSUHIKO ASAKAWA1}, NORIMASA TANAKA1}, YASUHIRO AOKI1},

Hideo HASEGAWA2), Shin-Ichiro FUKUMOTO1} and Masashi OHBAYASHI^

^Department of Veterinary Medicine (Parasitology), Rakuno Gakuen University,

Ebetsu, Hokkaido 069, Japan

2>]Department of Parasitology and Research Center of Comprehensive Medicine,

Faculty of Medicine, University of the Ryukyus, Nishihara, Okinawa 903-01, Japan

The parasitic nematodes of Apodemus speciosus, A. argenteus (Murinae: Rodentia) and Microtus

montebelli (Microtinae: Rodentia) collected on Sado Island, Japan, are examined, because helminths of rodents

on the island have been unknown. Eleven nematode species (Rictularia cristata, Syphacia frederici, S.

emileromani, S. montana, Heterakisspumosa, Rhabditis (Pelodera) orbitalis [3rd-stage larva], Eucoleus sp.,

Heligmonoides speciosus, Carolinensis minutus, Heligmosomoides kurilensis and H. protobullosus) are obtained.

These nematodes are common with those of mainland of Japan. The rodent nematode fauna of Sado Island

seems to be essentially similar with that of the mainland in spite of the fact that this island has been isolated

for more than 200,000 years.




